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１．重要な会計方針

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品・・・先入先出法に基づく原価法を採用している。

(2)固定資産の減価償却の方法

建物付属設備及び器具備品

平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定率法、平成19年4月1日以降に

取得したものについては定率法を採用している。

又、平成28年4月1日以降に取得した建物付属設備については定額法を採用している。

　　　(会計方針の変更)

　　　　　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

　　　　実務上の取扱い」(実務対応報告第32号　平成28年6月17日）を当事業年度に適用し、

　　　　平成28年4月1日以降に取得する建物付属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法

　　 　 から定額法に変更しております。

          なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。

ソフトウェア

平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に

取得したものついては定額法を採用している。

(3)引当金の計上基準

退職給付引当金

　職員の退職金の支給に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末に

おいて発生していると認められる額を計上している。

　なお、退職給付債務の計算にあたっては、退職金規定に基づく期末法人都合要支給額

を基礎としている。

(4)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理方法は、税込方式によっている。

(5)リース取引の処理方法

通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

財 務 諸 表 に 関 す る 注 記



２．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　特定資産

45,093,601 1,621,527 46,715,128

1,377,688 12 1,377,700

73,557,699 2,492,639 76,050,338

235,025,057 1,703 235,026,760

51,458,110 44,953 2,698,428 48,804,635

2,318,880 1,184,800 1,134,080

800,000 50,000 750,000

29,921,495 432,787 1,476,123 28,878,159

293,650,001 199,929,324 285,062,689 208,516,636

733,202,531 204,522,945 290,472,040 647,253,436

３．特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

当期末残高
（うち指定正
味財産からの

充当額）

（うち一般正
味財産からの

充当額）

（うち負債に
対応する額）

　特定資産

46,715,128 0 0 46,715,128

1,377,700 1,375,886 1,814 0

76,050,338 47,499,728 28,550,610 0

235,026,760 55,000,000 180,026,760 0

48,804,635 0 48,804,635 0

1,134,080 1,134,080 0

750,000 750,000 0

28,878,159 13,089,324 15,788,835 0

208,516,636 208,516,636 0

647,253,436 327,365,654 273,172,654 46,715,128

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

取得価額
減価償却累計

額
当期末残高

4,601,200 2,869,468 1,731,732

1,584,611 1,464,053 120,556

1,564,290 1,520,190 44,100

7,750,101 5,853,711 1,896,388

科 目

科 目

科 目

合 計

合 計

退 職 給 付 引 当 資 産

ガリクソン賞基金引当預金

小児糖糖尿病基金引当預金

退 職 給 付 引 当 資 産

ガリクソン賞基金引当預金

小児糖糖尿病基金引当預金

FaceBook 運 用 資 金

国際糖尿病基金引当預金

地 域 振 興 基 金 引 当 預 金

国際糖尿病基金引当預金

器 具 備 品

IDF-WPR ﾌ ｯ ﾄ ｹ ｱ 運 用 資 金

立川倶子賞賞金引当預金

研 究 運 用 資 金

IDF-WPR ﾌ ｯ ﾄ ｹ ｱ 運 用 資 金

合 計

研 究 運 用 資 金

地 域 振 興 基 金 引 当 預 金

立川倶子賞賞金引当預金

FaceBook 運 用 資 金

ソ フ ト ウ ェ ア

建 物 付 属 設 備



５．指定正味財産から一般正味財産への振替額

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

６．リース取引関係

所有権移転外ファイナンス・リース取引

７．関連当事者取引関係

公益法人会計基準にて注記が必要とされる関連当事者取引はない。

８．後発事象

　　　公益法人会計基準にて注記が必要とされる後発事象はない。

286,297,489合 計

　経常収益への振替額

内 容 金 額

その他固定資産：複合機

リース資産の内容

目的達成による指定解除額 286,297,489
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